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印
西
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
い
ん
ば
で
先
月
12
日
、「
昔

の
話
講
」
が
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
は
10
代
の
若
者
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
１

５
０
名
。

　

こ
の
催
し
は
「
い

に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル

の
里
を
守
る
会
」
が

企
画
し
た
講
座
「
昔

の
話
講
」
と
し
て
は

じ
ま
っ
た
も
の
で
、

今
回
は
３
回
目
。

本
来
は
地
元
の
年

輩
者
を
招
い
て
昔
話

を
聞
き
、
歴
史
や

文
化
に
ふ
れ
、
郷

土
愛
を
深
め
る
講

座
で
美
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
の
前
進
を

目
指
す
取
り
組
み
。

　

今
回
は
旧
印
旛

村
村
長
佐
藤
栄
一

氏
の
昔
の
話
講
「
か

つ
て
の
印
旛
沼
や
人
々
の
暮

ら
し
、
豊
か
な
自
然
を
語
る
」

に
加
え
、
専
修
大
学
松
戸
中

学
高
等
学
校
演
劇
部
生
徒
ら

の
演
劇
「
さ
く
ら
S
O
G
O
」。

　

こ
れ
は
処
刑
を
覚
悟
し
て

将
軍
徳
川
家
綱
に
佐
倉
藩
の

領
民
の
窮
状
を
直
訴
し
た
義

民
「
佐
倉
宗
五
郎
」
の
物
語

を
現
代
中
学
高
校
生
の
眼
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
に
仕
上
げ
た

も
の
。
生
徒
ら
が
総
合
学
習

で
「
佐
倉
宗
五
郎
」
を
調
べ

る
内
、
宗
五
郎
の
生
き
様
か

ら
自
然
を
守
り
、
意
見
を
述

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付

い
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
。

　
「
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の

里
を
守
る
会
」
は
印
西
市
い

に
は
野
に
都
市
化
、
農
薬
散

歩
な
ど
に
よ
り
激
減
し
て
い

る
希
少
種
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ

ル
の
生
息
を
２
０
０
２
年
に

発
見
し
、
か
つ
て
身
近
に
い

た
め
だ
か
や
ほ
た
る
な
ど
小

動
物
が
賑
わ
う
里
山
の
自
然

保
全
再
生
を
願
い
発
足
し
た
。

　

外
国
住
民
を
対
象
に
し
た

防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
12
月
15
日
、

市
川
市
と
同
市
交
際
交
流
協

会
が
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

同
市
の
在
住
外
国
人
登
録
者

数
は
県
内
で
千
葉
市
に
次
い

で
多
く
96
カ
国
１
万
１
５
２

６
人
（
11
月
30
日
現
在
）。

中
で
も
中
国
出
身
者
が
５
０

２
４
人
と
突
出
し
て
い
て
、

韓
国
・
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
と
続
く
。
市
民
の

専
大
松
戸
中
高
生
の
演
技

　

野
菜
や
果
物
、
石
け
ん
に

花
や
鳥
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を

美
し
く
刻
ん
で
い
く
カ
ー
ビ

ン
グ
。
タ
イ
の
伝
統
的
な
技

術
で
、
専
用
ナ
イ
フ
１
本
で

美
し
い
世
界
を
作
り
だ
す
。

　

講
師
の
吉
田
ス
パ
ポ
ー
ン

さ
ん
は
タ
イ
出
身
。
20
代
で

日
本
に
留
学
す
る
前
に
バ
ン

コ
ク
の
伝
統
的
な
カ
ー
ビ
ン

グ
学
校
で
学
び
、
タ
イ
キ
ュ

イ
ジ
ー
ヌ
コ
ン
ク
ー
ル
料
理

無
農
薬
の
稲
作
や
自
然
観
察

調
査
、
外
来
種
駆
除
、
各
種

講
演
な
ど
幅
広
く
活
動
。
次

回
は
22
日
（
土
）
午
後
に
勉

強
会
「
ホ
タ
ル
の
学
校
」
を

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば

で
開
催
す
る
。
同
会
で
は
一

緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集

中
だ
。

▽
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
〜
２
３
３
１
〜
５

１
０
４
（「
い
に
は
野
ア
カ
ガ

エ
ル
の
里
を
守
る
会
」
植
村

さ
ん
）

　
「
か
た
わ
ら
の
木
　々

や

　

道
ば
た
の
草
花　

を　

な

つ
か
し
い　

と　

思
う
と
き
、

と
お
い　

む
か
し
、　

あ
な
た

は　

そ
こ
に
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
・
・
・
」。

　

千
葉
県
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
で
９
日
、（
特
）Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま

ち
ア
ー
ト
・
夢
虫
主
催
の
ド

ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
劇
と
打

楽
器
演
奏
の
公
演
が
行
わ
れ

る
。
上
演
に
あ
た
っ
て
台
本
、

構
成
、
演
出
の
半
田
晶
子
さ

ん
は
「
昨
年
４
月
か
ら
11
月

ま
で
、
市
民
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
が
月
に
１
回
、
森
へ
行

っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
や
ダ
ン
ス
、

造
形
、
歌
、
演
劇
、
表
現
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
の

中
で
森
の
木
々
や
生
き
物
た

ち
と
交
感
し
た
。
そ
の
体
験

を
舞
台
作
品
に
し
た
。
作
品

の
土
台
は
、宮
沢
賢
治
作
『
狼

森
と
笊
森
、
盗
森
』『
鹿
踊

り
の
は
じ
ま
り
』。
賢
治
作

品
に
描
か
れ
た
森
と
人
間
、

約
40
人
に
一
人
が
外
国
人
と

い
う
状
況
だ
。

　

防
災
に
関
す
る
講
演
会
、

講
座
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
人

対
象
の
も
の
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
の
が
現
状
。
そ
こ
で
市

川
市
国
際
交
流
協
会
外
国
人

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

当
日
は
市
地
域
防
災
課
職
員

に
よ
る
説
明
資
料
を
日
本
語

だ
け
で
は
な
く
、
中
国
語
、

英
語
の
翻
訳
版
を
用
意
し
、

必
要
な
出
席
者
へ
は
個
別
に

通
訳
を
つ
け
て
対
応
し
た
。

会
場
内
に
は
防
災
備
品
の
展

示
や
避
難
所
案
内
ブ
ー
ス
を

設
置
。
ま
た
、
消
防
署
員
に

よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
説
明
と
通
訳

を
介
し
て
の
体
験
を
行
っ
た
。

　
「
災
害
時
は
国
籍
を
超
え

て
の
助
け
合
い
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
外
国
の
方
の
協
力

も
得
て
、
外
国
人
も
日
本
人

も
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
む
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
関
心

の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
入

会
下
さ
い
」
と
委
員
長
の
石

原
み
さ
子
さ
ん
。

　

２
月
８
日
・
15
日
（
土
）

に
は
、
ち
ば
国
際
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
八
千
代

市
の
共
催
で
、
八
千
代
市
総

合
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
を
会
場

に
、
災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
も
開
催
す
る

予
定
。

　

炊
き
出
し
用
の
非
常
食
の

試
食
や
応
急
手
当
の
体
験
、

緊
急
時
に
必
要
な
も
の
、
こ

と
ば
等
を
、
実
践
を
通
し
て

学
ぶ
。
外
国
の
方
で
参
加
希

望
の
方
は
八
千
代
市
国
際
推

進
室
川
田
さ
ん
ま
で
問
い
合

わ
せ
を
。☎
０
４
７
〜
４
８

３
〜
１
１
５
１

動
物
た
ち
と
の
交
感
、
そ
の

楽
し
さ
や
喜
び
な
ど
を
モ
チ

ー
フ
に
、
長
い
年
月
の
中
で

失
わ
れ
た
大
事
な
も
の
を
再

認
識
し
、
そ
の
大
事
な
も
の

を
今
と
未
来
へ
つ
な
げ
た
い
」

と
語
る
。

　

出
演
・
ス
タ
ッ
フ
＝
天
野

眞
由
美
・
塩
山
誠
司
・
芦
田

崇
（
劇
団
俳
優
座
）、
山
崎
哲

史（
演
出
家
）、仲
谷
智
子
（
ピ

ア
ノ
）、
鈴
木
仁
志
（
作
曲
）、

坂
東
遥
（
振
付
）、
高
田
み
ど

り
（
打
楽
器
）
ほ
か
市
民
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
＝
大
人
２
０
０

０
円
、小
人
（
４
歳
〜
18
歳
）

１
０
０
０
円
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
４
７
〜

４
３
１
〜
２
９
２
５
（（
特
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
ア
ー
ト
・
夢
虫
）。

カ
ー
ビ
ン
グ
総
合
部
門
で
金

賞
受
賞
の
腕
前
。
現
在
カ
ー

ビ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
中
だ
。

　
「
伝
統
を
守
り
な
が
ら
新

し
い
デ
ザ
イ
ン
も
取
り
入
れ

た
い
」
と
、
ど
ん
な
に
忙
し

く
て
も
毎
日
１
つ
は
作
品
を

作
る
と
い
う
吉
田
さ
ん
は

日
々
自
分
自
身
も
技
術
を
向

日報連 Gallery（ギャラリー）日報連 Gallery（ギャラリー）

和田頼育さん（船橋市）

　

２
０
１
４
年
の
チ
ー
ム
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
翔
破  

〜
頂
点

へ　

今
年
こ
そ
。
〜
」
に
決
ま

っ
た
。
強
い
決
意
を
現
し
た

言
葉
だ
。
鳥
な
ど
が
目
的
地

ま
で
飛
び
切
る
事
を
意
味
し

た
「
翔
破
」
は
昨
年
か
ら
の

引
き
続
き
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

の
文
言
に
「
今
年
こ
そ
。」
と

加
え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め

た
の
は
伊
東
監
督
だ
。

　
「
２
０
１
３
年
、
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
優
勝

と
い
う
目
標
に
対
し
て
、『
今

年
こ
そ
』
の
思
い
を
強
く
込

め
た
。
２
０
１
４
年
、
日
本

プ
ロ
野
球
界
の
頂
点
を
目
指

し
、
２
月
よ
り
ま
た
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
翔
破
に

向
け
て
長
く
険
し
い
闘
い
の

日
々
に
な
る
と
思
う
。
た
だ
、

ど
ん
な
時
も
『
今
年
こ
そ
。』

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
胸
に
、

試
合
に
挑
み
、
一
歩
ず
つ
目
標

に
向
か
っ
て
前
に
進
ん
で
行
き

た
い
。
み
ん
な
で
今
年
こ
そ

優
勝
す
る
の
だ
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
挑
み
た
い
」
と
強

い
決
意
を
口
に
し
た
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
３
位
。
そ

の
中
で
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら

千
葉
県
松
戸
市
出
身
の
涌
井

秀
章
投
手
を
獲
得
。
ド
ラ
フ

ト
で
は
即
戦
力
捕
手
と
し
て

２
位
で
同
流
山
市
出
身
の
吉

田
裕
太
捕
手
を
立
正
大
学
か

ら
指
名
し
た
。
ま
た
、
内
野

を
守
る
前
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ル
イ

ス
・
ク
ル
ー
ズ
も
補
強
。
手

ご
た
え
を
持
っ
て
シ
ー
ズ
ン
に

向
か
う
。

　
「
今
年
こ
そ
優
勝
す
る
」。

シ
ー
ズ
ン
１
位
で
の
リ
ー
グ
優

勝
（
05
年
は
シ
ー
ズ
ン
２
位
、

プ
レ
ー
オ
フ
で
ホ
ー
ク
ス
に
勝

利
し
て
の
リ
ー

グ
優
勝
）
と
な

れ
ば
１
９
７
４

年
以
来
、
実
に

40
年
ぶ
り
と
な

る
。
今
年
こ
そ

の
不
退
転
の
決

意
を
持
っ
て
２

０
１
４
シ
ー
ズ

ン
に
挑
む
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
。
読
者
の
皆

様
も
ぜ
ひ
、Ｑ
Ｖ

Ｃ
マ
リ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
チ
ー
ム
を
後
押
し
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

広
報　

梶
原
紀
章
）http:

//www.marines.co.jp/

２
０
１
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
翔
破  

〜
頂
点
へ  

今
年
こ
そ
。〜
」

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

で
、こ
れ
は「
寸
詰
ま
り
」現

象
と
言
わ
れ
て
い
る
。現
在
、

千
葉
県
内
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
の

自
生
木
は
１
０
０
本
以
下

で
、県
の
最
重
要
保
護
生
物

に
な
っ
て
い
る
。私
ど
も
の
博

物
館
と
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー
で
は
、地
域
の
方
と
連
携

し
こ
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
の
生
態
調

査
の
ほ
か
保
護
に
向
け
た
研

究
や
増
殖
の
試
み
も
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　

先
日
私
は
、か
つ
て
原
生
林

の
研
究
を
し
て
い
た
富
士
山

の
亜
高
山
帯
の
林
を
久
し
ぶ

り
に
訪
れ
た
。そ
の
際
に
約
10

年
間
か
よ
っ
た
な
じ
み
の
山
小

屋
で
思
い
が
け
な
い
ヒ
メ
コ
マ

ツ
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。土

産
と
し
て
な
ら
ん
で
い
た
キ

ノ
コ
付
き
の
竹
籠
の
中
に
、飾

り
と
し
て
ヒ
メ
コ
マ
ツ
の
小
枝

が
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。富

士
山
で
は
約
２
３
０
０
㍍
の

森
林
限
界
付
近
ま
で
ヒ
メ
コ

マ
ツ
の
生
育
が
み
ら
れ
る
が
、

ま
さ
に
奥
山
の
生
物
多

様
性
の
恵
み
を
い
た
だ
く

山
の
暮
ら
し
の
一
端
を
垣

間
見
る
お
も
い
で
あ
っ

た
。房
総
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ

も
温
暖
化
に
耐
え
、奥
山

の
主
と
し
て
長
く
君
臨
し

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物

館
・
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー　

中
村
俊
彦
）

昭
和

　

50
年
前
。
こ
の
頃
を
覚
え

て
い
る
の
は
団
塊
の
世
代
以
前

か
還
暦
を
過
ぎ
た
方
だ
ろ
う
。

　

昭
和
で
い
え
ば
39
年
。
ち

ょ
う
ど
50
年
前
は
所
得
倍
増

躍
進
時
代
で
日
本
も
国
際
化

の
波
に
乗
っ
て
ア
ジ
ア
初
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催

さ
れ
た
。
開
会
式
や
女
子
バ

レ
ー
、
体
操
、
レ
ス
リ
ン
グ
な

ど
は
僕
た
ち
は
テ
レ
ビ
の
前

に
か
じ
り
つ
い
て
熱
心
に
見
た
。

わ
が
家
の
テ
レ
ビ
は
、
か
細

い
４
本
足
の
付
い
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
廻
す
旧

式
。
開
会
式
の
日
本
選
手
団

ブ
レ
ザ
ー
が
赤
か
っ
た
の
は

当
時
の
わ
が
家
の
モ
ノ
ク
ロ

テ
レ
ビ
や
新
聞
写
真
で
は
知

る
由
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

開
催
期
間
中
チ
ャ
ン
ネ
ル

争
い
は
な
か
っ
た
。
も
う
50

年
以
上
テ
レ
ビ
も
見
続
け
て

い
る
の
だ
と
思
う
と
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
。

　

半
世
紀
前
に
は
、
既
に
東

京
モ
ノ
レ
ー
ル
、
首
都
高
速

道
路
が
開
通
し
東
海
道
新
幹

線
も
開
業
し
た
。
関
西
在
住

の
僕
は
新
幹
線
を
新
大
阪
駅

ま
で
見
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。受
験
勉
強
中
だ
っ
た
が
、

ど
う
し
て
も
実
物
を
み
た
か

っ
た
の
だ
。

　

省
線
（
現
在
の
JR
）
の
初

乗
り
運
賃
20
円
は
小
遣
い
か

ら
出
し
て
、
不
足
分
は
母
が

財
布
に
補
充
し
て
く
れ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
白
と
青
の

流
線
型
の
姿
を
し
た
夢
の
超

特
急
「
ひ
か
り
」
と
「
こ
だ
ま
」

は
び
っ
く
り
感
動
モ
ノ
で
、
何

枚
も
こ
れ
も
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で

撮
り
、
友
達
分
の
焼
き
増
し

を
し
て
得
意
げ
に
配
っ
た
。

　

僕
は
そ
の
頃
「
愛
と
死
を

見
つ
め
て
」
に
純
粋
に
感
動
し

て
い
た
多
感
な
高
校
２
年
生
。

憧
れ
の
女
子
が
同
じ
高
校
に

い
た
。
受
験
勉
強
と
思
慕
の

は
ざ
ま
に
揺
れ
な
が
ら
、
僕

は
坂
道
半
分
が
舗
装
さ
れ
て

な
い
デ
コ
ボ
コ
の
悪
路
を
、
大

き
な
荷
台
付
き
の
親
爺
の
自

転
車
で
高
校
に
片
道
６
キ
ロ

の
通
学
路
を
往
復
し
て
い
た
の

だ
っ
た
。　
　
（
山
田 

一
夫
）

http://dachsjp.com
昭
和
昭
和
昭
和

﹁
半
世
紀
前
﹂

ぼ
く
た
ち
の

も
の
が
た
り

も
の
が
た
り 8

上
さ
せ
よ
う
と
熱
意
に
燃
え

て
い
る
。
来
日
後
日
本
人
と

結
婚
、
現
在
小
４
の
息
子
が

い
る
。
自
分
の
カ
ー
ビ
ン
グ

の
技
術
を
広
め
よ
う
と
教
室

を
開
い
た
の
は
２
０
１
０
年
。

生
徒
は
一
流
ホ
テ
ル
の
料
理

人
の
ほ
か
、
10
代
か
ら
70
代

と
幅
広
い
。
中
で
も
小
６
か

ら
通
う
吉
川
美
希
さ
ん

（
14
）
は
、
大
人
も
舌
を
巻

く
程
の
腕
前
で
「
将
来
は
カ

ー
ビ
ン
グ
の
先
生
に
な
り
た

い
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
野
菜
な
ど
に
カ
ー
ビ
ン

グ
し
て
家
族
に
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
」「
作
品
を
友
人
に
贈

り
た
い
」
な
ど
受
講
の
理
由

は
様
々
。
美
し
い
作
品
に
は

も
て
な
し
の
心
が
感
じ
ら
れ

る
。
各
々
の
技
量
に
合
わ
せ

る
丁
寧
な
指
導
と
吉
田
さ
ん

の
明
る
い
人
柄
に
生
徒
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
。
体
験
教
室

は
材
料
費
込
で
１
０
０
０
円
。

そ
の
他
に
検
見
川
教
室
も
あ

る
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

http://chibacarving.jimd
o.com/

▼「
き
ぼ
ー
る
教
室
」
千
葉

市
中
央
区
４―

５―

１
。
水
、

金
、土
曜
開
催
。10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
15
時
の
２
回

▽
問
い
合
わ
せ

☎
０
４
３
〜
２
３
８
〜
８
８

４
６

美しい飾り切りで生活に潤いを
千葉カービング教室  きぼーる

タイの伝統工芸　カービングタイの伝統工芸　カービングタイの伝統工芸　カービング

現
代
中
高
生
か
ら
見
た
義
民

オ
リ
ジ
ナ
ル
劇

　「
佐
倉
宗
吾
郎
」の
公
演

昔
の
話
講

「
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守
る
会
」

９日　千葉県文化会館小ホール

市川市国際交流協会主催

外国住民
   防災セミナー開かれる

（８日・15日には八千代市総合生涯学習プラザでも）

外国住民
   防災セミナー開かれる
外国住民
   防災セミナー開かれる
外国住民
   防災セミナー開かれる


